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まちの人口（平成２４年９月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口18,029 人（19 人減）　男8,778 人（7人減）　女9,251 人（12 人減）　世帯数6,917 世帯（9世帯減）　※（　）内は前月比

８月１５日に行われた南会津町成人式で

“はたちのことば”を述べる室井雄真さん（田部原第一）。

それぞれの夢や希望をかなえるため、

新成人は未来へ歩き続けます。

二十歳の誓い
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２
０
１
１
年
７
月
29
日
、
福
島
県
と
新
潟
県
を
襲
っ
た
記
録
的
な
集
中

豪
雨
に
よ
り
、本
町
を
は
じ
め
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
一
年
。

あ
の
災
害
を
風
化
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
に
生
か
そ
う
と
い
う
動
き
が

各
地
区
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

南
会
津
町
消
防
団
は
災
害
に
備
え
、
訓
練
を
続
け
て
い
ま
す
。

町
は
住
民
へ
の
新
し
い
情
報
伝
達
方
法
を
始
め
ま
す
。

変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
確
か
に
、
町
は
一
歩
前
へ
進
み
始
め
ま
し
た
。

変
化
と
不
変

特
集

■

自
主
防
災
の
機
運

　

63
％
―
。

　

今
年
度
、
町
が
実
施
し
て
い
る
集
落

応
援
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
地
区
の

自
主
防
災
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
の
割
合
で
す
。（
平
成
24

年
８
月
31
日
現
在
）

　

こ
の
数
字
が
高
い
か
、
低
い
か
、
判

断
は
つ
き
か
ね
ま
す
が
、
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
や
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
が

一
つ
の
契
機
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
「
ま
さ
か
自
分
た
ち
が･･･

」

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

方
々
は
そ
う
思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
か
ら
も
、

災
害
は
い
つ
い
か
な
る
場
所
に
も
起
こ

り
う
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
た

ち
は
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

防
災
の
基
本
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
で
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

こ
と
が
「
自
助
」。
行
政
機
関
な
ど
か

ら
支
援
さ
れ
る
こ
と
が
「
公
助
」。
そ

し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
が
「
共
助
」
で
す
。

　

こ
の
共
助
の
核
と
な
る
の
が
、
各
地

区
の
自
主
防
災
活
動
で
す
。
私
た
ち
が

古
来
よ
り
育
ん
で
き
た
「
助
け
合
い
」

の
精
神
を
、
自
分
か
ら
家
族
、
そ
し
て

隣
近
所
、
地
区
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と

変化と不変
特集

が
必
要
で
す
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
、
国
道

が
通
行
止
め
に
な
り
各
地
区
が
孤
立
し

て
し
ま
う
状
況
で
は
、
行
政
や
消
防
な

ど
の
支
援
が
届
く
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
支
援
が

来
る
ま
で
地
区
で
ど
う
生
き
抜
く
か
。

そ
の
た
め
の
「
備
え
」
は
自
分
た
ち
で

準
備
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
―
。
自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
犠
牲
者

は
絶
対
に
出
さ
な
い
―
。
そ
れ
が
自
主

防
災
の
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
地
域
を
知
り
、
人
を
知
る
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

■

自
主
防
災
は
絆
づ
く
り

　

地
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
老
若
男
女
一
人
一
人
の
顔
が
見

え
る
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
自

主
防
災
活
動
の
原
点
で
す
。

　

自
主
防
災
の
取
り
組
み
を
63
％
か
ら

100
％
へ
広
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
集
落
応
援

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
地
区
の
主
体

性
・
独
自
性
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

人
と
人
と
が
助
け
合
い
、支
え
合
い
、

守
り
、
守
ら
れ
、
そ
ん
な
人
と
人
の
絆

こ
そ
が
、
地
域
の
絆
と
な
り
、
や
が
て

南
会
津
町
の
絆
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
一
歩
進
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

湯ノ花地区湯ノ花地区

上は昨年の広報みなみあいづ９月号の表紙、
土石流で流された国道352号（小立岩地内）。
関係各位の尽力により、ここまで復旧した。

　今年度、町が始めた集落応援交付金事業は、地域の自主的かつ主体的な住民自治
活動や、集落機能の維持強化を支援するための事業です。
　各地区ともに、地区の特徴・特色を生かした集落活性化のための事業の取り組み
を行っていますが、今回は特に『集落の自主防災に関する事業』で特色ある取り組
みを行う地区を紹介します。
　“舘岩地域湯ノ花地区”は、町内では初めての地区防災訓練を実施しました。

Data:
　人口　　 244人
　世帯数　　92世帯

(H24.9.1現在)

　
「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日
、
湯
ノ
花

地
区
（
菅
家
幸
弘
区
長
）
の
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
、
高
齢
者
か
ら
小
さ
い
子
ど

も
ま
で
、
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
大
雨
に
よ
る
土
石
流
の
前

兆
現
象
が
湯
ノ
花
地
区
内
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
に
よ
り
住
民

は
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
作
成
し
た
「
災
害
時
避
難
計

画
」
に
基
づ
き
、
住
民
は
徒
歩
で
避
難

場
所
で
あ
る
〝
湯
ノ
花
温
泉
交
流
セ
ン

タ
ー
〟
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
広
域
消
防

本
部
舘
岩
分
遣
所
員
に
よ
る
防
災
へ
の

心
構
え
の
講
話
や
意
見
交
換
、
水
消
火

器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
住
民
は
防
災
へ
の
心
構
え
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

菅
家
区
長
は
、「
初
め
て
の
試
み
で
、

最
初
は
皆
、
参
加
し
て
く
れ
る
か
心
配

だ
っ
た
が
、
真
剣
に
参
加
し
て
く
れ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
活
発
な
意
見
も
住
民

か
ら
出
て
防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
災
害
で

身
近
な
地
区
で
あ
る
内
川
、
耻
風
地
区

が
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
、
住
民
の
参

加
を
後
押
し
し
た
よ
う
で
す
。

　
「
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
で
団
結
で

き
た
。
今
後
も
年
一
回
続
け
て
い
き
た

い
」
菅
家
区
長
か
ら
は
防
災
へ
の
力
強

い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

１ １徒歩で避難所に集まる
湯ノ花地区の皆さん

２

２水消火器での初期消火
訓練。皆さん率先して
訓練しました。

写真提供：菅家幸弘氏

集落応援交付金
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エリアメール・緊急速報メールサービス開始

南
会
津
町
消
防
団
水
防
訓
練

　

町
民
が
災
害
情
報
を
入
手
す
る
た
め

に
は
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
や
町
の
広
報
車
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･･･

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
入
手
の
た
め
の
ツ

ー
ル
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
、
自
身

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
も
必
要
な

こ
と
で
す
。

　

町
で
は
新
た
に
、
町
民
が
持
つ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
「
ａ
ｕ
」
各
社
の
携
帯
電
話
に
対
し

て
、
災
害
情
報
を
一
斉
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

■

町
民
に
限
ら
ず
、
町
内
に
い
れ
ば

　

誰
で
も
受
信
可
能
！

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
申
し
込
み
は
不

要
。
さ
ら
に
受
信
料
も
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
南
会
津
町
内
の
各
携
帯
電
話

の
受
信
エ
リ
ア
内
に
い
れ
ば
、
町
民
に

限
ら
ず
、
一
時
的
に
町
内
に
滞
在
し
て

い
る
観
光
客
等
も
情
報
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■

特
に
避
難
に
か
か
る
情
報
を

　

町
が
配
信
す
る
災
害
情
報
は
図
①
の

と
お
り
、
い
ず
れ
も
生
命
財
産
に
か
か

る
情
報
に
な
っ
て
い
ま
す
。

変化と不変

　

８
月
５
日
、
真
夏
の
日
差
し
の
下
、

南
会
津
町
消
防
団
水
防
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
へ

の
対
応
の
た
め
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、２
年
ぶ
り
に
水
防
訓
練
を
開
催
。

参
加
し
た
64
人
の
団
員
た
ち
は
、
水
防

工
法
の
習
熟
に
努
め
ま
し
た
。

■

120
％
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

　

毎
年
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
水
防
訓

練
は
、真
夏
の
炎
天
下
で
の
訓
練
で
す
。

９
月
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
る

た
め
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ

う
に
も
思
え
ま
す
。

　

真
夏
の
厳
し
い
環
境
の
下
、
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
忍
耐
心
、
団
結
心
を
養

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
120
％
の
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
回
変
わ
ら
ず
行
う
３
つ
の

水
防
工
法
に
も
、
災
害
現
場
で
の
活
動

の
際
、
体
を
自
然
と
動
か
せ
る
よ
う
、

繰
り
返
し
覚
え
こ
ま
せ
る
意
味
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

　

災
害
に
も
揺
る
が
な
い
不
動
の
心

で
、
技
術
を
錬
成
し
て
い
る
南
会
津
町

消
防
団
。
今
日
も
彼
ら
は
町
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
で
中
止･･･

　

２
年
振
り
に
行
わ
れ
た
南
会
津
町
消
防
団
水
防
訓
練
。

　

そ
れ
は
、
例
年
ど
お
り
変
わ
ら
ぬ
訓
練
風
景
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
、
変
わ
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の
強
み
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

何
事
に
も
揺
る
が
ぬ
心
で
訓
練
を
重
ね
る
消
防
団
を
、

　

私
た
ち
は
信
じ
て
い
る
。

　 シート張り工法を行う団員たち。その眼差しは真剣。　　改良土のう積工に使用する土のうを作成する
団員たち。今回作成した土のうは約200袋。　　木流し工に使用する木に土のうを括り付ける団員たち。ロ
ープの結び方も特殊なため、繰り返しの訓練が必要となる。　　

１ ２ ３

１ ２

３

迅速な情報発信

　大雨で、防災行政無線の音が聞こえなかった。
聞き逃してしまった…
　災害情報を迅速かつ正確に収集することは、一
刻一秒を争う災害対応に、とても重要なことです。
　「南会津町地域防災計画」では、災害が発生した
際、防災行政無線や広報車などを通じて災害情報
を町民へ伝えるよう定めていますが、新たに町民
の皆さんがお持ちの携帯電話に対し、災害情報を
一斉配信するサービスを９月から始めました。

■

受
信
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の

　

で
、
注
意
が
必
要

　

そ
れ
ぞ
れ
の
携
帯
電
話
で
町
か
ら
の

緊
急
災
害
情
報
を
受
信
す
る
に
は
、
お

持
ち
の
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
設
定
の
確

認
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
機
種
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
の
全
部
も
し
く
は
一
部
が
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

受
信
で
き
る
機
種
や
、「
メ
ー
ル
設

定
」
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各
携
帯
電

話
会
社
の
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
信
可
能
な
携
帯
電
話
で

も
、
▽
圏
外
、
電
波
状
態
が
悪
い
場
合

▽
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合

▽
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い
る
場

合
▽
契
約
状
態
が
「
解
約
」「
休
止
」

の
場
合
に
は
、
受
信
で
き
な
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

■

万
一
へ
の
備
え
を

　

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

万
一
に
備
え
て
そ
れ
ぞ
れ
受
信
状
態
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

配信する情報
・
避
難
準
備
情
報

・
避
難
勧
告

・
避
難
指
示

・
警
戒
区
域
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
国
民
保
護
情
報

　
な
ど

■この事業についてのお問い合わせは・・・

　　本庁住民生活課消防交通係　℡ 0241－62－6120

特集

変化と不変
特集

図①

Pi P
i P

i...

※ メールの文面は現在検討中。
　 よりわかりやすい表現で利用者に情報を伝達する。
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大宅町長から伝達を受ける平野さん（左）

　８月２日、伊南総合支所において平成２４年
春の叙勲で瑞宝単光章を受章された元伊南村消
防団分団長の平野源太郎さん（耻風）へ、大宅
町長から勲記と勲章が伝達されました。
　平野さんは、昭和２８年に入団されて以来、
３６年の長きに渡り旧伊南村消防団でご活躍さ
れました。今回は、長年の消防団活動の功績が
認められての受章となりました。

元伊南村消防団分団長の平野源太郎さん

消防功績で瑞宝単光章受章

　８月９日、南会津町合同企業説明会が御蔵入
交流館多目的ホールで開催されました。
　来春高卒予定者の求人を企画している地元企
業と就職予定の高校生、双方の理解を深めるた
め、今回初めて企画されました。
　高校生は、町内の県立田島高等学校や南会津
高等学校の生徒を中心に約６０人が参加。地元
企業も１５社が参加しました。
　高校生は真剣な面持ちで企業担当者からの説
明に聞き入っていました。来春には多くの就職
者が生まれることを期待します。

地元企業への就職を期待

間伐材販売収益を町へ寄付

　７月２５日、木伏共有財産管理組合（五十
嵐文紀組合長）が南郷総合支所を訪れ、間
伐事業による収益金の一部を「町の林業振
興に役立ててほしい」と町に寄付しました。
　財産管理組合は、県の里山再生事業の採
択を受け、平成２１年度から間伐事業を実
施しており、森林整備により発生した間伐
材は、キノコの榾

ほ だ ぎ
木として活用していまし

たが、昨年度は福島第一原発事故による放
射能汚染の影響により、間伐材の活用がで
きませんでした。
　しかし、今年度は町と町内３森林組合に
よる『森のエネルギー創出プロジェクト』

木伏共有財産管理組合

南会津町合同企業説明会

　８月４日、国の重要有形民俗文化財に指定さ
れている大桃の舞台で、『大桃夢舞台』が２年
ぶりに開催されました。
　伊南地域の青柳の笠踊りや田島地域の田島祇
園祭屋台歌舞伎の子供歌舞伎上演に加え、今年
は毎年本町で合宿を行っている桐朋学園芸術短
期大学の学生による篠

しのぶえ

笛と筝
そう

の演奏が行われま
した。
　来場者は、２年ぶりに繰り広げられた夢の舞
台を楽しみました。

大桃夢舞台

２年ぶりの夢舞台

夏の夕暮れの中、開催された夢舞台

真剣に説明を聞く高校生たち

　８月２０日、舘岩地区老人クラブ連絡協議会の君
島勝美会長が町長室を訪れ、全国老人クラブ連合会
から、平成２４年度「仲間づくり活動部門」の活動
賞が授与されたことを大宅町長に報告しました。
　この賞は、会員数を１５０人から３００人に倍増
するなど、仲間づくりに貢献したことが評価されて
の受賞となりました。

舘岩地区老人クラブ連絡協議会が報告

仲間づくりを評価されて受賞

大宅町長に受賞報告を行った君島会長（左）

により間伐材の買い取りが実施され、5月下
旬から6月下旬にかけて搬出した間伐材の
活用により、収入を得ることができたそう
です。
　町では、この寄付金を林業振興や里山再
生のためのＰＲなどに活用し、地域づくり
を進めていきます。

寄付金を手渡す五十嵐組合長（中央）
と会計の星勝行さん（左）

　９月１日、第２１回南郷豊年まつりが開
催され、多くの方がまつりを楽しみました。
　豊作を祈願して行われた「もちまき」や、

「花火大会」、「豊年おどり仮装大会」などの
さまざまなイベントが行われました。
　「みんなでお祭り盛り上げよう！」のコー
ナーでは、地元の南郷小学校の子どもたち
が新しい校歌を披露、来年度伊南中学校と
統合する南郷中学校の子どもたちも校歌を
披露するなど、地域の一体感を感じるお祭
りでした。

南郷豊年まつり

豊年まつりで地域に一体感

力強い演奏を披露した龍巳会の子どもたち

南郷中学校生徒による豊年おどり
いずれ彼らが大人になって祭りを盛り上げてくれることでしょう
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　８月１９日、南会津町青少年の主張大会が御蔵入
交流館で開催され、応募総数２６０名の中から選ば
れた小学生８人、中学生６人、高校生１人が、自分
の考えや地域の活性化、まちづくりについて堂々と
発表しました。受賞者は次のとおりです。

南会津町青少年の主張大会

自分たちの主張を堂々と

◇小学生の部▽最優秀賞＝塩生明里（荒海小６年）▽優秀賞＝馬場実来（田島小６年）栗橋未沙音（田島二小６年）
阿久津和（伊南小６年）▽奨励賞＝児山祐樹（檜沢小６年）星龍汰（針生小６年）高山美穂（舘岩小６年）梁取はな（南
郷小６年）
◇中学生の部▽最優秀賞＝星菜摘（南郷中３年）▽優秀賞＝星林太郎（檜沢中３年）君島早紀（荒海中２年）星奈々
子（舘岩中３年）▽奨励賞＝渡部盛太郎（田島中３年）羽染未来（伊南中２年）
◇高校生・青年の部▽優秀賞＝広野公司（田島高２年）

堂々と自分の考えを発表した子どもたち

　７月２２～２４日に国立代々木競技場第一体育館（東
京都）で開催された『第２９回全国少年少女レスリング
選手権大会』において、女子の部５年生＋40㎏級に出
場した渡部桐子さん（荒海小５年・中荒井）が３位に入
賞しました。
　渡部さんは「全国大会での３位はうれしかった。もっ
といっぱい練習して、いろいろな大会で１位を取りた
い」とこれからの抱負を語ってくれました。
　渡部さんが所属する田島チビッ子レスリングクラブ
は、全国チャンピオンをはじめ、全国大会で活躍する選
手を多数輩出している名門クラブ。
　渡部さんをはじめ、他の選手たちのさらなる活躍を期
待しています。

渡部さん『全国少年少女レスリング選手権大会』第３位

やったね。全国３位

全国３位になった渡部さん

　９月２日、田島体育館において、第１７回少年少女レ
スリング大会が行われ、県内外から３５８人のちびっ子
レスラーが参加し、学年・体重別に分かれて、日ごろ鍛
えた力と技を競い合いました。
　町関係の入賞者は次のとおりです。

　８月４～５日にびわのかげ運動公園で、第３５回県児童
ソフトボール大会が開催され、県内各地区の予選を勝ち上
がった１６チームが白獅子旗を目指し、白熱した試合を行
いました。
　南会津地区代表として、荒海スポーツ少年団ソフトボー
ル部と舘岩ベアーズが出場しましたが、両チームとも初戦
で惜しくも敗退。しかし、その最後まであきらめないプレ
ーは、多くの観衆から拍手を受けていました。

第３５回県児童ソフトボール大会

荒海・舘岩ともに惜敗

開会式で選手宣誓を行った弓田祥真くん（荒海）

舘岩 ０ー４ 須賀川牡丹
　　　　　　ソフトボールスポーツ少年団（県南）
優勝したチームとの接戦も、１点が遠く...

２

１

荒海 ０ー２ 大成ソフトボール
　　　　　　スポーツ少年団Ａ（県中）
息詰まる投手戦だったが、最後に力尽きる...

３

２

１

３

　８月１９日、宮城スタジアム（宮城県）で
開催されたＦＩＦＡ Ｕ-20（20歳以下）女子
サッカーワールドカップの日本対メキシコ戦
の開会セレモニーで、田島太鼓クラブ龍巳会
のメンバーが太鼓を演奏し、華を添えました。
　東北６県から選抜された１２９人の中に、
龍巳会からは小学５、６年生メンバー１２人

田島太鼓クラブ龍巳会メンバーが演奏

凛々しく堂々と太鼓披露

が参加しました。白虎隊をイメージした衣装
に身を包んだメンバーは、堂々と演奏を披露
しました。

力強い演奏を披露した龍巳会の子どもたち

　舘岩中学校では、２学期から新しいＡＬＴ（外国語指導助手）
として、ジョシュア・ジャクソン先生が着任し、生徒たちに英
語を指導しています。
　取材したこの日は３年生の授業で、ジョシュア先生個人に関
する英語のキーワードを導き出すため、子どもたちに英語で質

よろしく、ジョシュア先生

ジョシュア・ジャクソンと申します。アメリカのアーカンソー州から来ました。

舘岩中学校に勤めています。

南会津で冬になると、スノーボードのことを習ってみたいです。

どうぞよろしくお願いします。

問させるなど、ユーモアを交えた指導を行って
いました。

■幼年の部
　▽１７㌔級　　準優勝　鈴木　彩花さん
　　　　　　　　第３位　下村虎太朗くん
　▽１９㌔級　　準優勝　下村　武靖くん
■小学１・２年の部
　▽２６㌔級　　第３位　阿久津伸弥くん
■小学３・４年の部
　▽２７㌔級　　第３位　阿久津　流くん
　▽３６㌔級　　優　勝　湯田　大翔くん
■小学５・６年の部
　▽３９㌔級　　第３位　猪俣　丈治くん

　▽４５㌔超級　準優勝　佐藤　　陸くん
■小学女子３～６年の部
　▽４５㌔級　　第３位　嶋　　茉央さん
　　　　　　　　第３位　渡部　桐子さん
■中学男子の部
　▽３８㌔級　　第３位　佐藤　　颯くん
　▽５９㌔級　　準優勝　湯浅　悠人くん
■団体総合
　ちびっ子の部　第３位　田島チビッ子
　　　　　　　　　　　　レスリングクラブ

第１７回 会津たじま少年少女レスリング大会

熱戦を繰り広げた
ちびっ子レスラーたち
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南
会
津
町
成
人
式田島地域の新成人

荒海地域の新成人

檜沢地域の新成人

伊南地域の新成人

南郷地域の新成人

舘岩地域の新成人

■

226
人
が
大
人
へ
の
一
歩

　

８
月
15
日
、
南
会
津
町
成
人
式
が
御
蔵
入

交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
、
男
子

１
２
１
人
、
女
子
１
０
５
人
の
計
２
２
６
人

が
新
成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
大
宅
町
長
が
新
成
人
代
表
の
馬

場
勝
成
さ
ん
（
青
柳
）
に
成
人
証
書
を
、
同

じ
く
新
成
人
代
表
の
芳
賀
大
輝
さ
ん（
福
渡
）

に
記
念
品
を
授
与
し
、「
皆
さ
ん
に
は
多
く

の
未
来
も
時
間
も
あ
り
ま
す
。
焦
ら
ず
一
歩

一
歩
大
地
を
踏
み
し
め
、
着
実
に
前
進
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
芳
賀
沼
順
一
町
議
会
議
長
、
渡

部
恒
三
衆
議
院
議
員
、星
公
正
県
議
会
議
員
、

恩
師
代
表
の
相
馬
慶
二
先
生
か
ら
お
祝
い
の

こ
と
ば
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
室
井
雄
真

さ
ん
（
田
部
原
第
一
）
が
「
一
人
一
人
が
、

夢
や
希
望
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
〝
は

た
ち
の
こ
と
ば
〟
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
新
成
人
の
中
学
校
時
代
の

映
像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
映
像

に
新
成
人
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

祝成人
夢と希望にあふれる新成人たち。
彼らがそれぞれの夢をかなえられるよう、
私たち大人は支え、
見守っていかなければならない。
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遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
賃
借
、

不
動
産
賃
借
、
離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、

養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、
先
々
に
も
め
ご
と

を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺

言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に

し
て
お
け
ば
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

０
２
４
２
（
３
７
）
１
９
５
５

　
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談(

10
月)

の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
専
門

的
、
法
律
的
知
識
・
判
断
を
要
す
る
相
談
に

対
し
、
弁
護
士
を
巡
回
さ
せ
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

10
月
５
日
（
金
）、
10
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

　
（
１
組
あ
た
り
30
分
）

　

５
日
／
南
会
津
町
商
工
会
南
郷
支
所
会
館

　
　
　
　

２
階
会
議
室

　

17
日
／
福
島
県
南
会
津
合
同
庁
舎
２
階
会

　
　
　
　

議
室

　

事
前
に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問
い
合

　

わ
せ
窓
口
（
県
原
子
力
賠
償
支
援
課
内
）

～
学
生
の
皆
さ
ん
へ
～

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
22

年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用

す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

９
月
20
日
（
木
）

　

福
島
・
二
本
松
地
区
の
企
業
40
社
が
参
加

　

予
定

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
０
時
30
分
～

　

午
後
１
時
20
分

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
30
分
～
午

　

後
４
時

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
三
河
南
町

　

１
番
20
号
）

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

０
２
４
（
５
３
４
）
０
４
６
６

　

９
月
28
日
（
金
）

　

郡
山
・
須
賀
川
・
白
河
地
区
の
企
業
70
社

　

が
参
加
予
定

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

正
午
～
午
後
０
時

　

50
分

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山
市
南

　

２
丁
目
52
番
地
）

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

０
２
４
（
９
２
７
）
４
６
３
３

　

10
月
11
日
（
木
）

　

い
わ
き
地
区
の
企
業
40
社
が
参
加
予
定

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

正
午
～
午
後
０
時

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
介
護
老
人

　

保
健
施
設
で
の
勤
務
は
交
代
制
勤
務
と
な

　

り
、
夜
勤
が
あ
り
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

年
齢
・
学
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
各

　

項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

①
南
会
津
郡
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
採

　

用
後
南
会
津
郡
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
確

　

実
な
者

②
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
ま
た
は
、

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

　

の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

・
看
護
職
員

　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
定
め
る
看
護

　

師
免
許
の
取
得
者
（
看
護
師
養
成
施
設
を

　

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
資
格
取

　

得
見
込
者
を
含
む
。）

・
介
護
職
員

　

介
護
福
祉
士
（
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を

　

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
資
格
取

　

得
見
込
者
を
含
む
。）、
ま
た
は
社
会
福
祉

士
、　

介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
の
い
ず
れ

か　

の
資
格
取
得
者

※
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

　

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

■
試
験
の
方
法
・
日
程
・
場
所

■
第
１
次
試
験

　

一
般
教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒
程
度
）

　

10
月
21
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

■
第
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

　

11
月
25
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館

■
試
験
結
果
の
発
表

　

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月

　

上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写

　

真
を
貼
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

本
部
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
本
部
事
務
局

　

ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
に

　

よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
。）

■
申
込
受
付
期
間

　

９
月
10
日
（
月
）
～
10
月
５
日
（
金
）

※
郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
10
月
３

　

日
（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
１
８

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
南
会

津
会
で
は
、
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①
看
護
職
員　

若
干
名

②
介
護
職
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
職
務
内
容

①
看
護
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
利
用
者
お

　

よ
び
職
員
な
ど
の
診
療
の
補
助
、
看
護
、　

　

健
康
管
理
、
保
健
衛
生
な
ど
の
業
務
に
従

　

事
し
ま
す
。

②
介
護
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
利
用
者
の

　

食
事
・
入
浴
・
排
せ
つ
介
護
な
ど
の
業
務

　

に
従
事
し
ま
す
。

　

50
分

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

い
わ
き
産
業
創
造
館
（
い
わ
き
市
平
字
田

　

町
１
２
０
番
地
ラ
ト
ブ
６
階
）

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

０
２
４
（
９
２
７
）
４
６
３
３

■
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒
応
援
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

■
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
１
週
間
前

　

に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

　

と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

　

い
ま
す
。

第
22
回
公
証
週
間
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、「
公
証
週
間
」
で

す
。
公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公
証
人
が
、

大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公
正
証
書
の
作
成
、

確
定
日
付
の
付
与
、
定
款
や
私
文
書
な
ど
の

認
証
な
ど
、
国
の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取

り
扱
う
制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
は
、
裁
判
そ
の
他
の
面
で
、
高
い

証
拠
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証

書
に
は
「
執
行
力
」
が
あ
り
、
金
銭
に
か
ら

む
契
約
で
相
手
が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支

払
い
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相

手
の
財
産
に
対
し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。

℡

転
出
先
で
も
「
住
基
カ
ー
ド
」
が

　
　
　
　
　

引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

は
、
公
的
な
身
分
証
明
と
し
て
も
使
え
る
カ

ー
ド
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
本
町
か
ら
転
出
す
る
と
、
町

が
発
行
し
た
住
基
カ
ー
ド
は
転
出
先
で
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
７
月
９
日
よ
り
、

新
し
い
住
所
地
で
も
継
続
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
転
出
す
る
際
に
は
、

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
り
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

　

電
子
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
利
用

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
は
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

転
出
先
の
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

問℡

℡ 問 ℡ 問

　今月の納税

　国民健康保険税 第３期

　介護保険料　　 第３期

　後期高齢者医療保険料  第２期

　納期限は 10 月１日 ( 月 ) です。
　　町税に関するお問い合わせ先は
　　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110

　　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325

　　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712

　　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

問℡問℡ 問℡問℡
　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
５
０
１

　

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

９
月
25
日
（
火
）、
10
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

日場 内日場 内申

日内日内 場問℡ 場日内

℡ 問 場

日

申問℡ 料 日場

申 場

℡問℡
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秋の全国交通安全運動

スローガン

夕暮れは　早めのライトが　合言葉

運動の重点

（１）　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　　　（特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

（２）　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
（３）　飲酒運転の根絶

９
金

/２１ ３０
日

～

田島地域交通安全パレードの実施について

　秋の全国交通安全運動の一環として、交通安全パレードを実施いたします。
　田島小学校、田島保育園の鼓笛隊によるパレードを実施いたしますので、どうぞご観覧くだ
さい。
　■実施日時　平成２４年９月２０日（木）
　　　　　　　　午前９時４０分から
　■実施場所　国道１２１号付近
　　　　　　　　※雨天の場合、田島体育館で実施します。

18 歳以下の「子どもの医療費助成事業」がスタート
平成 24年 10月 1日から福島県内一斉に

　原子力発電所事故により、多くの子どもたち
が県外での避難生活を余儀なくされ、県内の子
ども人口は大きく減少し、社会基盤が根底から
揺らぎかねない状況にあります。そうした中、
福島県では、子どもたちの健康を守り、子ども
を安心して生み、育てやすい環境づくりをすす
めるため、平成２４年１０月１日より、１８歳

医療費が無料となる対象期間Point １

対象となる医療費

手続き・申請方法　～子どもの加入保険によって変わります～

医療機関の受診方法　～子どもの加入保険によって変わります～

以下の県民の医療費を窓口無料化にする「子どもの医療費助成事業」が始まります。
　これにより、対象となる子どもが１０月以降に福島県内の医療機関を受診した場合は、原則と
して窓口での自己負担金を支払う必要はなくなりますが、健康保険の対象とならない治療や調剤
などは無料化の対象とはなりません。
　申請の方法は、子どもが加入している健康保険の種類によって異なりますので、対象となる方
は、必要な手続きを忘れずに行なってください。

高校生世代まで
医療費が無料になります！

子どもが１８歳になった日以後の最初の３月３１日まで

　健康保険が適用になる医療費の自己負担額と入院した時の食事代
【対象外となるもの】
　・ 健康保険の対象とならないもの
　　（薬の容器代、差額ベッド・部屋代、個別に受ける健康診断、証明書の発行手数料など）
　・ 子どもが加入する日本スポーツ振興センターの給付を受けた場合
　・ 交通事故により治療を受けた医療費

フローチャートを参考に、新たに申請が必要な方は忘れずに手続きをしてください。

お子さんは、１８歳以下ですか？ 無料化の対象となりません。

お子さんが加入する保険は、
国民健康保険ですか？

子ども医療費受給資格証は
お持ちですか？

新たに申請が必要です。
　対象となるお子さんがいる世帯には、８月下旬に申請の案内を
送付しましたので、忘れずに申請手続きをしてください。

新たに申請の必要はありません。

新たに申請の必要はありません。

Point ２

Point ３

子ども医療費助成事業申請手続きのフローチャート

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

Point ４

「健康保険証」と「子ども医療費受給資格証」を窓口に提示して受診ください。
原則、窓口での支払いはありません。

　中学生以下の子どもは、「国民健康保険証」を窓口に提示して受診してください。
これまでどおり、窓口での支払いはありません。
　中学校卒業後、１８歳以下の子どもは、「国民健康保険証」と「子ども医療費受
給資格証」を窓口に提示して受診してください。原則、窓口での支払いはありません。

社会保険や健康保険組合、共済などに加入している場合

国民健康保険に加入している場合

加入する保険の種類に関わらず、県外の医療機関で受診した場合や入院した場合の
食事代は、一度、自己負担分を支払う必要があります。この場合は、「支払った領
収書」「印鑑」を担当窓口にお持ちいただき、手続きをすることによって後日支払
った分が戻ってきます。

【子ども医療費担当窓口】

　　本庁住民生活課国保年金係　℡ 0241－62－6120

　　舘岩総合支所町民課　　　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　　　℡ 0241－76－7713

　　南郷総合支所町民課　　　　℡ 0241－72－2225

【問い合わせ】

　　本庁住民生活課消防交通係　℡ 0241－62－6120
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情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

■

情
報
公
開
制
度

　

町
で
は
町
民
の
町
政
へ
の
参
加
実
現

の
た
め
、
公
正
で
透
明
な
町
政
の
推
進

を
目
的
と
し
、
南
会
津
町
情
報
公
開
条

例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
請

求
に
よ
り
公
文
書
の
開
示
及
び
情
報
提

供
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
の

情
報
公
開
を
求
め
る
権
利
の
保
障
と
町

の
諸
活
動
を
町
民
に
説
明
す
る
説
明
責

任
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

▼
Ｑ
＆
Ａ

　

ど
の
よ
う
な
情
報
が
請
求
で
き
る
の

　

で
す
か
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
事
務
や
事
業
に
関

　

す
る
情
報
で
、文
書
や
写
真
等
で
す
。

　

誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
か
。

　

基
本
的
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個

　

人
や
法
人
、
町
内
で
仕
事
を
さ
れ
て

　

い
る
方
な
ど
が
請
求
で
き
ま
す
。

　

ど
こ
で
請
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

　

本
庁
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
、
各
総

　

合
支
所
町
民
課
総
務
係
で
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

　

請
求
し
た
ら
、
情
報
は
す
ぐ
に
公
開

　

さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

　

公
開
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、

　

ご
連
絡
し
ま
す
。公
開
の
場
合
に
は
、

　

公
開
日
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

請
求
す
れ
ば
全
て
公
開
さ
れ
る
の
で

　

す
か
。

　

個
人
に
関
す
る
情
報
や
、
法
律
で
公

　

開
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

　

い
る
情
報
等
、
公
開
で
き
な
い
も
の

　

も
あ
り
ま
す
。

　

公
開
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

　

ま
す
か
。

　

閲
覧
、聴
取
ま
た
は
視
聴
、写
し
（
コ

　

ピ
ー
）
の
交
付
に
よ
り
公
開
さ
れ
ま

　

す
。

　

情
報
の
公
開
に
費
用
は
か
か
り
ま
す

　

か
。

　

閲
覧
と
聴
取
、
視
聴
に
つ
い
て
は
無

　

料
で
す
。
た
だ
し
、
写
し
の
作
成
や

　

送
付
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

　

実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

■

個
人
情
報
保
護
制
度

　

町
で
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
の
確
保
の
た
め
、
町
の
機
関
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
削
除

及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個
人
の
権
利

を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
南
会
津

町
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の

た
め
、
町
・
事
業
者
・
町
民
の
責
務
を

明
確
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
自
己
に
関
す
る
情
報
の
開

示
、
訂
正
な
ど
を
求
め
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

▼
Ｑ
＆
Ａ

　

ど
の
よ
う
な
情
報
が
請
求
で
き
る
の

　

で
す
か
。

　

町
が
保
有
し
て
い
る
自
己
情
報
で
、

　

他
人
の
正
当
な
利
益
を
害
し
な
い
で

　

得
ら
れ
る
情
報
で
す
。

　

誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
か
。

　

町
な
ど
に
自
己
情
報
を
保
有
さ
れ
て

　

い
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
請
求
で
き

　

ま
す
。

　

ど
こ
で
請
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

　

本
庁
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
、
各
総

　

合
支
所
町
民
課
総
務
係
で
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

　

請
求
し
た
ら
、
情
報
は
す
ぐ
に
公
開

　

さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

　

公
開
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、

　

ご
連
絡
し
ま
す
。公
開
の
場
合
に
は
、

　

公
開
日
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま　

　

す
。

　

請
求
す
れ
ば
全
て
公
開
さ
れ
る
の
で

　

す
か
。

　

法
令
な
ど
で
公
開
し
て
は
い
け
な
い

　

こ
と
に
な
っ
て
い
る
情
報
等
、
公
開

　

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

公
開
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

　

ま
す
か
。

　

閲
覧
、
視
聴
、
写
し
（
コ
ピ
ー
）
の

　

交
付
に
よ
り
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

情
報
の
公
開
に
費
用
は
か
か
り
ま
す

　

か
。

　

閲
覧
と
視
聴
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、
写
し
の
作
成
や
送
付
に
か

　

か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
実
費
負
担

　

に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
自
己
情
報
の
訂
正
な
ど

　

が
で
き
ま
す
か
。

　

情
報
の
開
示
請
求
を
し
た
上
で
、
訂

　

正
や
削
除
、
利
用
停
止
の
請
求
を
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱＡ

■この制度に関するお問い合わせは・・・

　　本庁総務課総務係　℡ 0241－62－6100

？

？

新農業委員決まる　会長に渡部衛氏再選

　農業委員の任期満了に伴う委員の改選が行われ、選
挙による委員２６名、議会、農協等からの推薦による
委員５名の計３１名の委員が新たに決定しました。任
期は平成２７年７月１９日までの３年間となります。
　会長には渡部衛さん（長野）が再選され、会長職務
代理者には五十嵐伸人さん（和泉田）が選出されまし
た。
　また、任意の委員会である農地委員会と農政委員会
の役員も選出され、農地委員長に平野恒二さん（耻風）、
農政委員長に星又エ門さん（丹藤）が選ばれました。

委員名 担当地区 役職 委員名 担当地区 役職

渡部　　衛 長野 会長 齋藤　　融 井桁・湯ノ花・水引

渡部　一男 折橋・東町・横町 小椋　　茂 高杖原・精舎・岩下・
番屋

湯田　孝義 田部原・田部 星　　久光 熨斗戸・伊与戸・森戸・
八総

室井　豊一 栗生沢・水無・小出原 星　　利一 たのせ・穴原・小高林・
上ノ原・木賊・川衣

農政副
委員長

渡部　昭雄
上中町・中町・宮本・
本町・後原 星　　清次 塩ノ原・前沢・福渡・戸中・松戸原・

押戸・吉高・角生・貝原
農地副
委員長

星　又エ門
丹藤・松下・西町・
大町・上町

農政
委員長 平野　恒二 耻風・内川・大原・

小立岩
農地
委員長

渡部　新男 永田・今生・新町 山内　　敬 小塩・大桃

草野　文男 上塩江・下塩江・高野 佐野　禮子 下町・上町

室井　隆雄 金井沢・福米沢 小山　裕司 道城・多々石・白沢

星　　充浩 黒沢・大豆渡 馬場　忠明 青柳・宮沢・浜野 農政副
委員長

平野　信行 針生 五十嵐喜一 木伏・水根沢・大新田・
大橋

農地副
委員長

赤井　美洋 中荒井 月田　　宏 山口・台板橋・東・
中小屋

室井　文一 川島 農地副
委員長 五十嵐久長 鴇巣・宮床・小野島

塩生　隆晴 藤生 小野　　孝 界・片貝・富山 農政副
委員長

渡部　福雄 関本・古今 五十嵐伸人 下山・和泉田 会長職
務代理

猪俣　忠久 糸沢・羽塩・滝原

進めよう！担い手への農地集積・利用権の設定

　農家の皆さん、今年の農作業も収穫期を
むかえ、もうすぐ来年の耕作計画を立てる
時期となりました。
　農業委員会では、認定農業者等へ農地の
集積を図ることで、効率的な農業経営を目
指す農業の担い手育成や、耕作放棄地の解

耕作放棄を解消したひまわり畑（永田地内）

消にむけて農地の利用権設定を進めています。
　農地を貸したい方・借りたい方はお気軽に
担当地区の農業委員又は農業委員会まで申し
出ください。

【問い合わせ】
　農業委員会事務局　℡  0241-62-6320

■新農業委員および担当地区（敬称略）
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９・10 月の健診（検診）のご案内

９月１６日 なかやクリニック 　TEL 0241-73-2036

　　２３日 小野木クリニック 　TEL 0241-76-7780

　　３０日 愛輝診療所　　　 　TEL 0241-78-8688

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

９月２６日 水
６～８か月児健康相談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成24年3 ～ 4月生まれ

９月２７日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（田島地域のお子さん）
13:30 ～ 13:45 平成23年7 ～ 9月生まれ

◆乳幼児健康診査

※「乳幼児健診・相談」の日程については、「平成 24 年度南会津町母子保健事業日程表」を確認して来所してください。

※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

９月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 4 年 5 月 生 ま れ

１０月１０日 水 ３歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成21年3 ～ 4月生まれ

１０月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 4 年 6 月 生 ま れ

１０月３１日 水 １歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成23年3 ～ 4月生まれ

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
で
す
。

　

ポ
リ
オ
は
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、

多
く
の
場
合
は
症
状
が
出

な
い
か
、
出
て
も
か
ぜ
の

よ
う
な
症
状
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
ま
れ
に
手
や
足

に
麻
痺
が
あ
ら
わ
れ
、
そ

の
麻
痺
が
一
生
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。
日
本
で
は
、
昭

和
30
年
代
に
大
流
行
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
導
入
に
よ
り
徐
々
に

減
少
し
、
約
30
年
前
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
発
生
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世
界

中
で
は
、
ま
だ
流
行
が
見

ら
れ
る
国
が
あ
り
、
海
外

か
ら
ポ
リ
オ
が
輸
入
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

『
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
は
じ
ま
り
ま
す
』

シリーズ⑨

県立南会津病院
（小児科）

渡部  真裕先生

診察室から

そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
が
下
が
る
と
再
度
流

行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
リ
オ
は
ワ
ク
チ
ン
で

予
防
で
き
る
病
気
で
す
。

ポ
リ
オ
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
に
は
、
口
か
ら
飲
む

生
ワ
ク
チ
ン
と
注
射
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
、

２
０
１
２
年
8
月
ま
で
口

か
ら
飲
む
生
ワ
ク
チ
ン
で

し
た
が
、
ま
れ
に
（
70
万

人
に
1
人
く
ら
い
）
ワ
ク

チ
ン
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
麻

痺
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
２
０
１
２

年
9
月
か
ら
、
ポ
リ
オ
を

発
病
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な

い
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
接
種
回
数

は
い
ま
ま
で
受
け
た
生
ワ

ク
チ
ン
の
回
数
で
変
わ
っ
て

く
る
の
で
、
詳
細
は
近
く
の

医
療
機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
11
月

か
ら
は
3
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日
咳
）

に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
加
え
た
4
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
が
開
始
予
定
で
す
。
し
か

し
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

が
、
4
種
混
合
が
開
始
さ
れ

る
ま
で
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

と
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
控
え
よ
う
と
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
が
下
が
る

と
、
特
に
百
日
咳
な
ど
が
流

行
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
百
日
咳
は
小
さ
い
お
子

さ
ん
で
は
重
症
化
す
る
非
常

に
怖
い
病
気
な
の
で
、
早
期

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

生
後
3
カ
月
に
な
っ
て
、

ま
だ
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
4
種

混
合
を
待
た
ず
に
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

１０月　７日 あべクリニック 　　TEL 0241-62-8733

　　　１４日 きむらクリニック 　TEL 0241-62-5576

　　　２１日 佐藤医院（下郷町）  TEL 0241-67-2134

　　　２８日 高橋医院 　　　　　TEL 0241-62-0040

９・10 月の日曜当番医

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は１２人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

平野　蓮
れん

くん

（田島）

星　杏
あ ん な

奈ちゃん

（田島）

相原　颯
は や と

人くん

（田島）
林　春

は る

琉くん

（郡山市）

平野　塁
るい

くん

（南郷）

五十嵐　一
か ず ま

馬くん

（南郷）

室井　啓
け い し

志くん

（田島）

渡部　愛
あ い り

理ちゃん

（田島）

湯田　さくらちゃん ( 左 )

　　　こはるちゃん ( 右 )

　　　　（田島）

佐藤　柊
しゅう

くん

（田島）

◆平成 24 年度 総合健診 追加健診日程表
　総合健診の追加健診を下記の日程で実施します。春に実施した総合健診を都合により受診でき
なかった方は受診をおすすめします。

実施日程 地域 時間 実施会場 受付時間 備考

１０月２０日

（土）
田島

午前 保健センター
（御蔵入交流館内）

8:00 ～ 9:00 胃がん検診実施

午後 13:00 ～ 14:00

１０月２９日

（月）

田島 午前 農村環境改善センター 8:30 ～ 9:30 胃がん検診なし

舘岩 午後 舘岩保健センター 13:00 ～ 14:00

１０月３０日

（火）

田島 午前 檜沢公民館 8:30 ～ 9:30 胃がん検診なし

伊南・南郷 午後 南郷体育館 13:00 ～ 14:00

※特定健診・結核検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検診を実施します。ただし、胃がん検診に
　ついては１０月２０日（土）午前中のみの実施となります。
※町の人間ドックまたは春の総合健診を受診されている方は、今回の健診の対象とはなりませんのでご
　注意ください。

健（検）診 受診料金 対象年齢

特定健診 一律　1,000 円
国民健康保険に加入している

40 歳以上 75 歳未満の方

胃がん検診
30 歳以上 70 歳未満　1,000 円

70 歳以上　500 円
30 歳以上の方

前立腺がん検診 一律　700 円 50 歳以上の男性

肝炎ウイルス検診 一律　800 円
40 歳以上の方で肝炎ウイルス検査を

受けたことがない方
胸部結核検診

（レントゲン撮影）
無料 40 歳以上の方

渡部　洵
しゅんや

哉くん

（田島）

▽健診料金・対象年齢表
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

新着本紹介のご案内

【児童図書】
本を味方につける本　　　　　　　永江　朗　著
カビのふしぎ　　　　　　　　　伊沢　尚子　著
世界のふしぎな虫おもしろい虫
　　　　　　　　　　　　　　　今森　光彦　著
新妖界ナビ・ルナ　７　　　　池田　美代子　作
パスワード終末大予言　　　　　松原　秀行　作
クイクイちゃん　　　　　　　　牧野　夏子　文
オムライス・ヘイ！　　　　　　武田　美穂　作
妖怪温泉　　　　　　　　　　　広瀬　克也　作
もっといろいろばあ　　　　　　新井　洋行　作

【一般図書】
のうだま ２　　　　　　　　　上大岡　トメ　著
別海から来た女　　　　　　 　　佐野　真一　著
モリタク流アキバ経済学　　 　　森永　卓郎　著
江戸っ子は虫歯しらず？　　 　　石川　英輔　著
砕かれざるもの　　　　　　　 　　荒山　徹　著
空飛ぶ広報室　　　　　　　　 　　有川　浩　著
確証　　　　　　　　　　 　　　　今野　敏　著
回廊封鎖　　　　　　　 　　　　佐々木　譲　著
白ゆき姫殺人事件　　　　 　　　湊　かなえ　著
ひらいて　　　　　　　　 　　　綿矢　りさ　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ９月の休館日

９,１０月のイベント

“歌の饗宴”「クラッシク」2012
　　郷愁のロシア民謡、心うつ日本歌曲の饗宴。

　　ロシア極東のトップオペラ歌手たちの歌声をぜひご鑑賞ください。

■日     時　１０月１４日（日）

　　　　　　　１４：００開演（１３：３０開場）

■入 場 料　大人１, ０００円　高校生以下５００円　 全席自由

■主 催　南会津町文化ホール運営委員会

■問い合わせ　文化ホール運営委員会事務局　 ℡ ０２４１- ６２- ６３１１
　

わくわくとしょかんワーク

《親子映画会》

　■日  時　１０月８日（月 / 祝） 午前１０時３０分～　

　■場  所　御蔵入交流館多目的ホール

　■上映作品　①あらいぐまラスカル

　　　　　　　　　午前１０時３０分～正午

　　　　　　　②トムとジェリー

　　　　　　　　　午後１時～午後２時

　※親子映画会終了後、特別企画として午後２時３０分よ

　　り、映画『東南角部屋二階の女』を上映します。

　※いずれも入場は無料です。お気軽にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

10 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

龍
水
如
活
禅
師
の
生
涯

奥
会
津
博
物
館
特
別
企
画
展

会
津
の
良
寛
さ
ま

土
～

禅
師
は
田
島
（
南
会
津
町
田
島

地
域
）
を
中
心
に
二
十
数
年

間
人
々
を
救
済
し
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
以
前
に
、
北
は
盛
岡
周
辺
、

南
は
長
崎
ま
で
全
国
を
遍
歴
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
京
都
の
黄お
う
ば
く
し
ゅ
う

檗
宗
本
山
萬

福
寺
や
盛
岡
の
関
係
寺
院
へ

も
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
田
島
だ
け
で
な
く
、

南
会
津
西
部
地
区
と
塩
原
方

面
の
調
査
に
よ
っ
て
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
禅
師
の
行
動
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9/15

日

11/25

■開催期間
小
規
模
の
遺
品
展
は
過
去
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
町

指
定
文
化
財
の
細
井
家
遺
品
を
は

じ
め
、
未
公
開
史
料
を
多
数
展
示

し
ま
す
。

禅
師
の
生
涯
を
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　【記念講演会のお知らせ】
　・と　き　９月３０日（日）
　　　　　　　午前１０時～正午
　・ところ　奥会津博物館
　・講　師　龍水如活禅師顕彰会　樋口弘一氏

■問い合わせ
　奥会津博物館
　　℡  0241-66-3077

みんな集まれ～
第５回子どもまつり 開催

とき　９月３０日(日)

　　　午前９時３０分～午後１時

ところ　御蔵入交流館

木工遊び
　何をつくろうかな。親子でものづくり

劇団ピッカリ座による
　ぬいぐるみ人形劇「赤ずきんちゃん」
　文化ホールで正午開演

親子伝承遊び
　独楽まわし、めんこ、紙鉄砲、竹馬、

　ビュンビュンこま...　つくって親子で遊ぼう！

お祭りコーナー
　保育士手づくりのゲームが盛りだくさん

試食コーナー
　おやつに作ってみませんか。試食をどうぞ

内 容 参加費 無 料

■問い合わせ
　びわのかげ保育所
　　℡  0241-62-9700

※ 今年は、
　 食事コーナーはありません。
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

芝
桜
咲
き
て
豊
か
な
村
に
住
む
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
麗
華

　

諸
鳥
の
歌
交
へ
た
り
青
葉
風
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
元
子

　

羽
蝉
よ
お
そ
る
る
勿
れ
飛
ぶ
勿
れ
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
瑛
華

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
川
　
星
　
　
　
茂

　

干
上
が
り
し
青
田
の
す
み
に
お
玉
じ
ゃ
く
し

                

身
を
ふ
る
わ
せ
て
梅
雨
の
あ
め
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

静
川
　
星
　
み
わ
子

　

夫
逝
き
て
八
年
過
ぎ
し
庭
の
木
々

                

剪
定
済
ま
せ
青
葉
風
よ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
町
　
星
　
　
由
子

　

雨
だ
れ
の
音
間
を
お
き
て
聞
こ
え
来
る

                

わ
が
脈
拍
に
等
し
き
リ
ズ
ム

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

連
山
の
形
変
は
ら
ず
雲
の
峰
　
　
　
　
　
　
　
室
井
津
与
志

　

昼
寝
よ
り
さ
め
て
ま
だ
夢
の
中
に
い
る
　
　
　
荒
川
　
静
山

　

雑
草
の
根
張
り
の
良
さ
よ
梅
雨
日
照
り
　
　
　
星
　
　
昴
明

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

大
雷
雨
ま
る
ご
と
山
を
揺
す
り
け
り
　
　
　
　
ミ
　
エ

　

村
夫
子
の
夏
帽
洒
落
る
る
昼
さ
が
り
　
　
　
　
伸
　
生

　

髪
結
ひ
て
祇
園
祭
り
の
顔
と
な
る
　
　
　
　
　
忠
　
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

迷
い
込
む
蟻
に
は
広
し
青
畳
　
　
　
　
　
　
　
星
　
美
恵
子

　

立
ち
止
ま
る
あ
じ
さ
い
色
も
空
の
色
　
　
　
　
河
原
田
光
子

　

窓
あ
け
て
静
か
な
り
け
り
涼
の
月
　
　
　
　
　
平
野
恵
美
子

まちの文芸

　「田島を愛する」 
神奈川県平塚市　芳賀　正明　

　先日、お盆休みでわずか三日間でしたが、十
数年ぶりに実家で家族と過ごしました。
　誰も住んでいない実家を十数年ぶりに戸を全
開にし、カビ臭かった家を掃除し、十分ではな
いが何とか住めるように手を加えることが出来
ました。
　今、実家は建て替えてありますが、子供時代、
私は毎年夏休みが楽しみでした。農家の古い家
に父の弟妹たちの家族が来るからです。子供だ
けで一挙に二十人位になる。男は川原に行って
水泳や魚取りをする。取った魚は夜の食事に出、
自慢話をする。天気のいい夜は外に出、ほたる
を追い、満天の空の星を見上げ、学校で習った
星座を当てる。
　田んぼや畑は小さく区切られてそれぞれが混
在していた当時、朝、畑からキュウリやナス、
トマトなどを取って来ては朝食のおかず、おや
つには、とうもろこしやスイカ等、いろいろな
野菜や果物を存分に食べた。お金がなくても食
べ物には困らなかった楽しい子供時代でした。
　およそ四十数年前、誰からも見送られること
もなく、会津田島駅夜行列車に乗り、東京に向
かいました。住み込みで、月一、二回の休みで
働くことになりました。仕事そのものは辛いと
は感じなかったのですが、当時は、生まれ育っ

た町のことば、ズーズー弁で標準語で話せない
のが非常に辛かった。
　その後いくつか職場を変えましたが、生活は
苦しく辛い時期がしばらく続きました。幸いな
ことにその職場職場で出来た友人や先輩に助け
られながら頑張ることが出来ました。
　そして今、経験を生かし独立して多くの人た
ちに助けられながら細々と営業しています。お
およそ十年になります。多くの私を支持して下
さるお客様、私に協力して下さる友人・知人。
毎日毎日感謝しながら過ごして居ります。その
感謝する人の中には、子供の頃から親しくさせ
ていただいている数人の大の仲良しがいます。
田島にも、福島にも、若松にも、そして東京に
も。私はそういう大の仲良しと年一回泊り込み
で会って交流することが心の支えになっていま
す。
　私は、このような友情を創れ育てられたの
は、田島と云う田舎があるからだと思って居り
ます。だから、生きていける限り田島の町を愛
し続けていきたいと思います。

芳賀 正明さん

（田島・金井沢出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

ご
寄
付

　

あ
り
が
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す

　

北
海
道
浦
河
町
在
住
の
西
村
佳
代
子
さ
ん
か

ら
町
内
の
小
中
学
校
に
対
し
、
絵
本
「
ま
い
ご

の
と
び
ら
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、絵
本
の
内
容
に
感
銘
を
受
け
、

被
災
地
の
復
興
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
こ
の
本
を
被
災
地
の

小
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
本

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
中
学
校
の

図
書
室
に
置
い

て
、
活
用
さ
れ

ま
す
。

　８月１７日、役場前で、田島ライオンズク
ラブの協賛による移動献血が行われ、多くの
方々から温かいご支援とご協力をいただきま
した。
　また、献血された方には、田島ライオンズ
クラブより記念品が贈られました。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



皆さんの応援をお願いします
。
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ベ
ス
ト
８
へ
の
挑
戦

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

南 会 津 町 の

こ れ ま で の 成 績

第５回大会（2011）

　南会津町 １－２ 三春町

第３回大会（2009）

　南会津町 ０－３ 矢吹町

第４回大会（2010）

　南会津町 ２－３ 会津美里町

第１回大会（2007）

　不参加　

第２回大会（2008）

　南会津町 ３－２ 飯舘村

　南会津町 ０－２ 二本松市

　

９
月
８
日
に
開
幕
す
る
第
６
回
市
町

村
対
抗
軟
式
野
球
大
会
。
南
会
津
町
チ

ー
ム
は
初
の
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
、
17

日
の
初
戦
、
会
津
美
里
町
チ
ー
ム
戦
に

向
け
て
順
調
に
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

過
去
３
大
会
は
惜
し
く
も
初
戦
敗

退
、
第
２
回
大
会
（
08
年
）
の
２
回
戦

進
出
が
最
高
の
成
績
で
す
が
、
今
大
会

は
４
年
振
り
の
初
戦
突
破
、
そ
し
て
ベ

ス
ト
８
を
目
標
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

野
球
協
会
所
属
の
強
豪
、
Ｚ
野
球
倶

楽
部
を
中
心
に
各
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ

れ
た
25
人
の
監
督
・
選
手
た
ち
。
小
生

義
郎
監
督
は
、「
昨
年
の
負
け
を
教
訓

に
今
年
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
を
行

い
、打
ち
勝
つ
チ
ー
ム
に
仕
上
が
っ
た
」

と
語
り
ま
す
。

　

昨
年
の
経
験
を
糧
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
チ
ー
ム
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

背番号 位置 氏名 登録チーム名

３０ 監　督 小 生 義 郎 Ｚ野球倶楽部

２８ コーチ 山 口 信 夫 Ｚ野球倶楽部

２９ コーチ 浅 井 新 一 郎 Ｚ野球倶楽部

１０ 主　将 星　　 徹 也 Ｚ野球倶楽部

６ 投　手 湯 田 智 博 ヤンキース

１７ 投　手 湯 田　　 凌 伊南川商事

１８ 投　手 大 橋 隆 彦 エンパイアーズ

１９ 投　手 湯 田 靖 規 Ｚ野球倶楽部

２５ 投　手 湯 田 秀 和 会津信用金庫

２１ 捕　手 大 竹 洋 史 ベース企画プラスター

２７ 捕　手 渡 部　　 弘 住田光学ガラス野球部

２ 内野手 星　　 昭 彦 ヤンキース

３ 内野手 渡 部 陽 平 住田光学ガラス野球部

背番号 位置 氏名 登録チーム名

５ 内野手 湯 田 将 樹 住田光学ガラス野球部

１５ 内野手 湯 田 貴 明 ハーバーフレンズ

２０ 内野手 小 林 慶 規 ヤンキース

２２ 内野手 水 上 健 也 住田光学ガラス野球部

１ 外野手 高 橋 信 仁 住田光学ガラス野球部

７ 外野手 渡 部 裕 一 郎 住田光学ガラス野球部

２３ 外野手 渡 部　　 洋 会津信用金庫

２４ 外野手 弓 田 佳 憲 Ｚ野球倶楽部

２６ 外野手 湯 田 信 広 Ｚ野球倶楽部

部　長 田 中 克 巳 Ｚ野球倶楽部

マネージャー 星　　 昌 彦 Ｚ野球倶楽部

ス コ ア ラ ー 野 中 幸 一 Ｚ野球倶楽部

■南会津町チーム登録メンバー

月
9/17
県営あづま球場

11:30 試合開始予定

vs
 会津美里町


